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イギリス東インド会社へのムガル皇帝ファッルフスィヤルの
ファルマーン（勅令）（1717年）

小　名　康　之

（１）まえがき
　本稿で取り上げるものは、イギリス東インド会社のインドでの交易に関するムガル皇帝ファッ

ルフスィヤル（Farrukhsiyar在位1713-19）名の勅令（farman発布の日付は1717年1月7日）であ

る。

　アウラングゼーブ（Aurangzeb在位1658-1707）は、1680年にデカン征服を開始した。ゴルコ

ンダ、ビージャープルの王国を併合したが、18世紀にはマラーター勢力、パンジャーブのシク

勢力などは、もし連合すれば、ムガルの中央権力を上回るような強大な勢力に成長した。

　イギリスやオランダの会社は、ムガル皇帝名のファルマーンを得るため、それぞれの使節を派

遣し、ときの皇帝への謁見を求めた。デリーは帝国の首都として機能していたが、アウラング

ゼーブは治世の末期、反乱鎮圧のためデカン各地を移動し、デリーにとどまっていなかった。

　アウラングゼーブ治世末期、宮廷政治を支配した実力派は、イラン系のアサド・ハーン（Asad 

Khan）とその息子のズルフィカール・ハーン（Zulfiqar Khan）の一族である。この一族はジャ

ハーンギール（Jahangir在位1605-27）時代以来皇帝の外戚として実力を持っていた。

　第二のグループはガーズィー・ウッディーン・フィールーズ・ジャング（Ghazi al-din Firoz 

Jang）とチーン・クリーチ・ハーン（Chin Qulich Khan）のトゥーラーン系の一族であった。こ

うした貴族の勢力は互いに対立し、その党派的対立はアウラングゼーブの治世末期にますます激

しくなった。

　それぞれの勢力はアウラングゼーブの王子を立てて、皇位継承戦争をおこした。アウラング

ゼーブ死後は、息子のバハードゥル・シャー（Bahadur Shah在位1707-12）が皇帝に即位し、その

死後はズルフィカール・ハーンが擁立したジャハーンダール・シャー（Jahandar Shah在位1712-

13）が即位した。（1）

　アウラングゼーブはデカン遠征のため、デリーにおいて宮廷をもつことができなくなってい

た。オランダの会社の使節ケテラール（J.J.Ketelaar）は、アウラングゼーブ亡きあとの皇帝の居

場所をさがしもとめた。1712年の夏、皇帝名のファルマーンを得るため、ラーホールからアー

グラヘさらにデリーへ移動していったのはそのためである。

　17世紀末にベンガル地方は、地方領主を主体とする大反乱が起きた。ベンガルに進出してい

たイギリス、オランダなどの東インド会社は交易活動を守るために、都市の要塞化につとめた。

のちのイギリス人のカルカッタ（コルカタKolkata）、オランダ人のチンスーラ（Chinsura）がそ

うであった。
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　ときのベンガルの総督（subahdar）はイブラーヒーム・ハーン（Ibrahim Khan総督在位1684-

1698）で、そのあと、総督職はアウラングゼーブの孫のムハンマド・アズィームッシャーン（在

位1698-1712 Muhammad ‘Azim al-Shan皇帝バハードゥル・シャーの息子）に委ねられた。

　ベンガルでの反乱が鎮圧されたとき、イギリス東インド会社は1698年7月、この州総督から、

カルカッタ周辺の3村（Sutanuti, Kalikata, Govindpur）のザミーンダーリー権を購入する許可を得

た。1698年以降、イギリス人のチャーノック（J. Charnock）は本格的な都市の建設を行った。

　ザミーンダーリー権とは、地方村落の地租徴収の権利で、絶対的排他的土地所有権とは異なる

が、単に外国の一商社にすぎない東インド会社がこの権利を得たことは、後に大きな意味をもつ

こととなった。

　ベンガル一帯は、実力者ムルシド・クリー（Murshid Kuli Khan）が州の重要な役職に就き、後

にかれは州総督となり（在位1717-1727）事実上ベンガル全域を支配することとなったが、イギ

リス東インド会社とは常に良好な関係にあったわけではなかった。

　ベンガルにおいては、すでに、シャー・ジャハーン（Shah Jahan在位1628-1658）時代、第二

王子シャー・シュジャー（Shah Shuja総督在位1639-47, 1652-60）がベンガルの太守となり、外国

人との交易を盛んにするため、イギリス東インド会社に交易上の特権をあたえた。（2）

　1656年、シャー・シュジャーはシャー・シュジャー名のニシャーン（nishan命令書）を発布し

て、イギリス人に、年額3,000ルピーのピーシュカシュ（pishkash貢納金）の前払いによってベン

ガルでの交易品の関税を免除するという特権をあたえた。（3）

　シャー・シュジャーの出したニシャーンは、皇帝シャー・ジャハーンの命令にもとづくとされ

るが、それがいつの、どのような内容の皇帝の命令であったかはっきりしない。一般にニシャー

ンは王子名または王女名で出すもので皇帝名のファルマーンより権威が劣る。

　皇帝名のファルマーンはムガル国全土に適用されるものであるが、ニシャーンは太守として赴

任した地域にのみ適用される。さらにニシャーンの有効期間がシャー・シュジャーの任期中のみ

であったかどうかもはっきりしない。

　シャー・シュジャーは王位継承戦争中（1658-62）、アウラングゼーブの派遣した軍に追われ、

東方のアラカン山中に逃亡中に死亡したといわれている。一方で、イギリス人がシャー・シュ

ジャーによって得た特権は、必ずしもその後のベンガル総督によってそのまま認められたわけで

はなかった。

　アウラングゼーブ時代、1680年発布のファルマーンにおいて、イギリス人にどのような特権

が与えられているかが、問題となった。すでにふれたように、イギリス人側はムガル皇帝名の

ファルマーンのペルシャ語文書を自らに都合よく解釈した。（4）

　1690年にイギリスの会社にファルマーンが発布されたが、新会社が設立され、旧会社と対立

した。旧会社と新会社は合併し、合同東インド会社は旧会社に認められた特権の承認を求め、ノ

リス（W. Norris）使節団が派遣された。その使節団は、ムガル帝国中央と交渉（1699-1702年）

にあたったが、失敗に終わった。（5）
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　イギリスの新旧連合の会社は正式に1703年に発足して以来、ムガル帝国との接触を試み、皇

帝ファッルフスィヤル名の1717年のファルマーンによって、一つの特権として、フーグリー

（Hugli）においては3,000ルピーのピーシュカシュの支払いにより関税の免除が明確となった。（6）

　当時、18世紀初めの宮廷の党派的対立の状況のなかで、台頭してきたのが、サイイド・アブ

ドゥッラー・ハーン・バールハー（Saiyid ‘Abdullah Khan Baraha）とサイイド・フサイン・ア

リー・バールハー（Saiyid Husain ‘Ali Baraha）の、サイイド兄弟である。

　この二人は、西アジアから移住してきた一族で、すでにアクバル（Akbar在位1556-1605）時

代からムガル軍を率いることで、頭角をあらわしていた。アウラングゼーブ死後、ファッルフ

スィヤルの皇帝時代に、兄弟で相次いでワズィール（wazir宰相職）などにつきムガル宮廷政治

を事実上支配した。（7）

　1712年のジャハーンダール・シャー名のファルマーンによって、ベンガル、ビハール、オ

リッサにおいて、オランダの会社に対する関税は3.5％から2.5％になった。そのファルマーンに

リストアップされている交易商品は硝石、アヘン、綿布、リネン、砂糖、蝋などである。（8）

　次の皇帝、ファッルル・スィヤルは、ジャハーンダール・シャーのときに発布されたファル

マーンを承認した。のちのイギリスの会社に対するものと比較すると、1712年のオランダ人宛

のものは主要な交易品を記載している点が、1717年のものと異なる。

　オランダ人が交渉した時の皇帝ジャハーンダール・シャーは挙兵したファッルフスィヤルの軍

に敗れて暗殺された。皇帝即位を宣言したファッルフスィヤルの軍によって、ズルフィカール・

ハーンもつかまり、処刑された。新皇帝を擁護したサイイド兄弟が宮廷内の実権をにぎった。

（２）1717年のファルマーン
　皇帝ファッルフスィヤル名の、前述の関税免除の特権以外に、1717年のファルマーンによっ

てイギリス東インド会社が獲得した特権は、以後のイギリス人のベンガルにおける活動にとって

きわめて重要なものであった。これによってカルカッタ周辺の村落の地租を得る権利が確認され

た。

　さらに、一定の条件のもとで王立の貨幣鋳造所で会社が貨幣を鋳造することを承認された。そ

の結果、イギリス人は交易によってベンガル地域一帯の経済を左右することができるようにな

り、ベンガル地方の村落に対する経済的支配を進めていくことができるようになった。（9）

　ムガル時代の標準通貨は銀貨スィッカ（sikkah）であり、皇帝の代ごとに金貨はつくられた

が、実際に通用したわけではない。スィッカは銅貨ダーム（dam）と交換されたが、ムガル領内

各地で鋳造されるスィッカの品質は異なり、銅貨との両替を行う専門の商人（サッラーフsarraf）

が成長した。

　18世紀初めにベンガルで通用する通貨は、ベンガルのダッカまたはムルシーダーバードの帝

国鋳造所で鋳造されたものであったが、イギリス人がマドラスの帝国鋳造所のものをまねて鋳造

したものは、通常、帝国全土で通用するものより品質がよいとされた。（10）
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　1717年のファルマーンにおいて、すでにふれたように、イギリスの会社は、ピーシュカシュ

3,000ルピーの前納によって、ベンガル交易でイギリス人の商品に対する関税を支払わずに交易

できることが確認された。この点は、すでに、1690年のファルマーンでもふれられていたこと

である。（11）

　1717年にイギリス東インド会社が得たファルマーンは3通で、ベンガル・ビハール・オリッサ、

ハイデラバード、アフマダーバードのそれぞれに関するものである。内容は、3通とも大差がな

いが、アフマダーバードに関するものを主として、それぞれ別々の独自の規定を含んでいる。

　このときのファルマーン本文には、ダスタック（dastak通行証）に関して明示されていない

が、いくつかの付属の命令書が同時に発布されている。宰相のサイイド・アブドゥッラー・ハー

ンの印証がついていた付属の命令書の中ではその点がしるされている。（12）

　ダスタックは、このときの付属の命令書ハスブル・フクム（hasb al hukum）によって規定され

ていたが、その後ムガル帝国支配領内で問題となった。この命令書を持参していれば、命令書に

記載された商品に関してまったく通行関税を支払わずに自由通行できるとされたからである。

　こうして、ダスタック発行の特権を獲得したイギリス東インド会社は、勝手に商品名を書き加

えて、イギリス人やその取り引きの商人たちがこの自由通行証を持参して、内陸通行の際、通行

関税を免れたのである。

　はじめのうちは、イギリスの会社と現地のムガル支配の有力役人との間は、友好的に進んでい

たが、18世紀初めには、ベンガル地方最大の交易港フーグリーを管轄するムガル役人との仲は

悪くなっていった。イギリス人および東インド会社と結びつく商人グループによるダスタックの

濫用が、ムガル帝国の地方関税収入を脅かすまでになっていたからである。

　1717年に、ベンガルで支配権をおよぼしていたムルシド・クリー・ハーンは、はじめは、ベ

ンガルにおけるイギリス人の交易に反対したわけではなかったが、やがてイギリス人へのこれ以

上の特権拡大を認めることには消極的となった。（13）

　イギリス東インド会社に対する1717年のファルマーンの基本的内容はアフマダーバードに関

するものに記載されていることですむので、ここでは、章末のファルマーンのペルシャ語文の紹

介はアフマダーバードに関するものとし、ファルマーンの全体は英訳を参照することとした。

　ベンガル・ビハール・オリッサに関するものは、基本的にはアフマダーバードに関するものと

ほとんど同じであり、ただし、細かい点で多少の違いがみられる。こちらには、イギリス東イン

ド会社によるカルカッタ近郊の3郡のザミーンダーリー権の購入が記載されている。

　1714年、イギリス東インド会社の使節、サーマンは（J. Surman）、パトナに到着し、その後デ

リーで、ファッルフシヤルの宮廷を訪問した。その時同行したのが外科医のハミルトン（W. 

Hamilton）や、アルメニア商人で通訳をつとめたサルハード（Khawajah Sarhad）などであった。

　ハミルトンは外科医として皇帝ファッルフシヤルの傷の治療にあたり、ファッルフシヤル宮廷

で大いに歓待されたようである。サーマンを中心とした使節は前年の交渉の結果、17年1月、皇

帝名のファルマーンを得ることに成功した。
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　1717年のファルマーンによる主要な二点のみ上げると、以下のように規定されていた。

　1． イギリス東インド会社の社員は、すべての商品を陸路、海路で運送できること、かれらは

フーグリーでの3,000ルピーの支払いによって、商品を関税無税で売ったり、買ったりで

き、それ以上は要求されない。

　2． 商品を買ったり、売ったりするためにいかなる場所にも商館を設置できるようにイギリス

の会社に援助が与えられること。

　3． マドラスで鋳造されている銀貨はスーラト港で鋳造されたものと同じ品質ならば、交換の

際、それ以上の割り引きは要求されない。（14）

　ハイデラバードの条文はマドラス（現在はチェンナイChennai, Chiapatam）交易に関するもの

である。マドラスは、イギリス人のフランシス・デイ（Francis Day）が、一地方領主から一帯を

租借し、やがてヴィジャヤナガラ王国から正式に割譲された。イギリスの会社は要塞として都市

を築いた。

（３）1717年のファルマーン本文（15）

［偉大にして名誉ある？］治世の5年目に、［公平と成功で飾られた?］サファル月4日の

運命のごとき勅令の写しは以下のとおり。

［以下適宜、段落に区切った］

すなわち、アフマダーバード州、および幸運なるスーラト港とカンバーヤト（Kanbhayat）

港の、現在および将来の州総督（hakim）、州徴税監督官（‘amal）、州行政監督官?

（mobashir-i-shanghal）、ジャーギール地保有者（jagirdar）、地方治安維持監督官（faujdar）、

地方大区徴税監督官（karori）、公道警備監督官（rahdar）、関税所監督官（guzurban）、な

らびに領主（zamindar）たちは、皇帝陛下の恩寵に期待をよせて、つぎのことを心得よ。

［勝利に満ちたかっての王たちの偉大なる征服の］このときに、ジャン・サーマン（Jan 

Surman）氏とイギリス人の代理人の［一人たる］ハージャ・サルハド（Khwaja Sarhad）

が、気高きカリフ位の在所たる玉座の足元の高官のもとへ奏上した。すなわち、スーラト

港同様に帝国全土においてイギリス人の商品の[関]税を免除する（mu‘afat）ようにと。

前述の港［スーラト］においては、［天国の神の庇護のもとにいる？］皇帝シハーブッ

ディーン・シャージャハーン（Shihab al-Din Shahjahan）［神の清らかさとともに天国にい

るお方？］の時代から、［イギリス人の商品関税は］100につき2ルピー［2パーセント］の

税と、きまっていた。

［高位を維持し神の近くに住まうお方？］、モヒーウッディーン・ムハンマド・アウラング

ゼーブ・アーラムギール［神により与えられた高位に住まうお方?］の時代から税

（ajinas）は100につき3.5ルピーとすることがきめられていた。他の場所ではだれもこの

理由でかれら［イギリス人］を煩わせてはならない。

皇帝、アブル・ファズル・バハードゥル・シャー［高位にあって平和な天国に、高位に
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あって聖にして天国に住まうお方？］の時代に、それ以来、同様に、［税は］2.5ルピーと

決められている。現在までそのように行われている。［イギリス人の］商館は3年間その

地のムタサッディ（mutasaddi市政長官）の横暴を被っていたため、［商館は引き上げら

れ？］ビハールやオリッサの州ではこの人たちから税の徴収は行われていない。

ベンガル州のフーグリー港では3000ルピーが税の代わりに毎年ピーシュカシュとして徴

収されている。［イギリス人は］つぎのように奏上した。すなわち、スーラト港において

もほかの港と同様に税の代わりに毎年のピーシュカシュときめること、毎年10,000ルピー

のピーシュカシュの支払いに同意している。

［偉大なる皇帝の、世界を従え、服従すべき?］命令が出された。すなわち、10,000ルピー

のピーシュカシュの支払いに同意しているので、年々スーラト港でとること、それをこえ

て、［かれらの活動を］けっして妨害してはならない。イギリス人のゴマーシュタ［代理

人］が、各州、各地方の港、陸　路や水路を通して運ぶ品物は税が免除されること、かれ

らは売買を自由に行ってよい。

もしある地域でなんらかの品物が盗まれた時には、その捜査に努力し、それを盗んだ犯人

を捜し出し、処罰すること、さらにその品ものをもとの所有者にもどすこと。会社は商館

をどこに立ててもよい、［自由に］商品を買ったり、売ったりしてよい。

何らかの場合、商人のだれかが負債を負った場合かれらを援助すること、大商人

（beopari）やほかの商人が、負債者となった場合、正義に照らして、会社のゴマーシュタ

のうちのだれかが力によって債務者を苦しめたりしないようにすること。

さらにまた、つぎのように皇帝に請願した。すなわち、州（subah）や他の管轄区域

（diwani）において、本来の許可証（サナド sanad）以外に州長官（nazim）や州財政官

（diwan）の印章のついた代わりのものを求めることができるようにすること。本来のサナ

ドを求めることが難しい場合には、カーズィーの印章のついた複製でよく、本来のサナド

を求める必要はないようにすること、州長官や州財政官がそのことで妨害をさせないよう

にすること。

イギリス人が所有するムンバイ［ボンベイ］島でコインが通用しているが、そのコインは

チアーパタム（Chiapatamマドラス）のコインに従って鋳造されている。会社に雇われた

もの（naukar kupin織物職工?）のうちだれかが負債者となって逃亡した場合、そのものを

商館長（sardar）のもとへ引き渡すものとする。

会社の代理人や雇われたものなどが［禁止された税］によって苦しめられている。ファウ

ジダールなどが課している、禁止されている諸税（abwab mumnu‘h）は廃止されることと

する。皇帝の［聖なる正しき?］命令が出された。すなわち、カーズィー長官（qazi al-

quzat 法務長官）の印章のついているものは信用にたるものである。

幸運なるムンバイ島のスィッカは帝国全土（mamalik mahrusah）のスィッカとして通用す

るものとする。会社に雇われたものや職人（naukar-i-kupin）のうちだれか負債者となって
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逃亡した場合、そのものをつかまえ、商館長の管理下におくこと。

禁止されている税を取り立てることによって［会社の活動を］妨害しないこと。さらに、

カリフ位の世界支配の宮廷に申請した。すなわち、ベンガルやビハール、オリッサにおい

て職工用（kupin）の商館を建てることが許されること、その上、会社が望む他の場所の

どこでも商館を立てることが許されること。

つぎのように望んだ。商館が建てられる場所でどこでも商館のために、聖なるサルカール

（sarkar-i-wala 王領地）のなかから40ビーガ（bigha）の土地を譲与すること。

［会社の］船が、しばしば嵐で港において沿岸に打ち上げられ、難破した場合、港の長官

たちが不当にも積み荷を押収し、時としてその［価値の］4分の1を要求することがある。

そこで、さまざまな州の他の商館の慣例にならって行動するようにという、聖なるすぐれ

た命令が出された。各商館が皇帝の港や聖なる宮廷において取り引きを行っているこの

人々［イギリス人］は、税が免除されるという驚くべき奇蹟のようなファルマーンを獲得

した。難破して沈没した船の［商品］を、保管すること。

これらのすべてのことにおいて正しい命令にしたがって行動すること。

毎年あたらしい証書を求めてはならない。この件については命令と心得よ。

この栄光ある統治年の5年目サファル月に書かれた。
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Farman1717 Persian『青山史学第 38号』2020.02.28(1717年）」 

 

 

 ختم الله نقل فرمن والا شان از قرار بتاريخ چهارم صفر [ 
  ] انکه مانوس ] سال پنجم از جلوس اقبال [ بالخير و الظفر 

  حکام وعمال مباشران [شنغال] و جاگيرداران و فوجداران 
  و کروريان و راهداران و گذربانان و زمينداران حال 

  ستقبال صوبه احمداباد و بندر مبارک سورت و کنبهايت و ا 
  بعنايت پادشاهی اميدوار بوده بدانند که درين زمان 

  ان فيروزی نشان مستر جان سارمن د ا د ظفر اقتران  
  و خواجه سرحد گماشتهای انگريز بعرض ايستادهای پايه 

  سرير خلافت مصير معلی رسانيدند که محصول امتعه انگريز در 
  ذکور م سوای بندر سورت معافت و در بندر  ه  ممالک محروس 
  ] غفران پناه خلد ارامگاه عليين مکان [از عهد پادشاه  

 ] جعل الجنة مثواه طيب الله نژاد شهاب الدين شاهجهان [ 
  صاعد مصاعد قرب رحمن [ دو روپه سرصد محصول مقرر بود از عهد 

 الله   ه اسکن محی الدين محمد اورنگ زيب عالمگير [   ] مکان   حضرت خلد 
  اجنان سر صد سه و نيم روپه مقرر شده   ] علی درجات ا 

  و در جاهای ديگر احدی بدين سبب مزاحم انها نميشد و در 
  غفران پناه بهشت ارامگاه مشمول تفضل داداز [ عهد پادشاه  

ابو المظفر بهادر شاه   اشيان   مفصل قدس منزلت حضرت فردوس]   
  همگی دو نيم روپه قرار يافته تا حال بعمل  می ايد 

  متصدی انجا سه سال است که کوتهی بر داشته در صوبه ظلم  از  
  بهار اوريسه محصول اينجماعه بعمل در نمی ايد و در بندر هوگلی 

            ل هرسا  صوبه بنگاله سه هزار روپه بصيغه پيشکش عوض محصول 
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 عايد ميسازند اميدوارند که موافق بنادر ديگر در بندر 

  وض محصول هر سال پيشکش مقرر شود ده سورت هم ع 
  سال قبول دارند حکم جهانمطاع لازم   هزار روپه  پشکش هر 

  الا تباع  بعرضد در پوست که چون ده هزار روپه پيشکش 
  قبول دارند سال بسال در بندر سورت بگيرند و سوای 
  هاي ت ان هيچ نگو مزاحم نشوند و اسباب و اشيای که گماش 

  راف و جوانب از راه خشکی و دريا او به بنادر صوبها و اط 
  بيارند و بيرند محصول انها معاف نشناخته در بيع و شری 

  مختار دانند و اگر در محلی از اموال او چيزی بسرقه رود در 
  بهمرسانيدن آن سعی بکاربرند و دزد انرا بسزا و مال را 

  بمالک رسانند و هر جا که کوتهی ساخته اسباب و اجناس بخرند 
  در امورحسابی امداد و اعانت نمايند و [نرد]   و بفروشند 

  هر کس که از بوپاريان و غيره طلب حسابی داشته باشند 
  و گذارند که   روی حق و حساب بانگريز عايد کردانند از  

  کسی [از] گماشتهای او تعدی  گشتد و نيز التماس نمودند 
  که در صوبها و ديوانيان جز سند اصل و مطابق بمهر ناظم و 

  وبه طلب ميکنند سند اصل در هر جا رسانيدن ديوان ص 
  و شوار است اميدوارند که بموجب نقل بمهر قاضی اغتبار 
  نمايند و طلب سند اصل نکنند و برای مطابق ناظم و ديوان 

  مزاحت نرسانند و در جزيره منبعی متعلقه انگريز سکه [وکی] 
  راج است بدستور چياپتن سکه مبارک سکوک ميشده باشد 
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  و هر کس از نوکران [کوپيی] مطاليه دار باشد جای بر خاسته برود 

  [ترد] سردار کوتهی بفرستند و بعات فوجداری و غيره ابواب 
  وعه که گماشتها و عملع [کوپی] سبب ان پريشانی ميکشد ن مم 

  متعرض نکردانند حکم محکم اعلی شرف صدور يافت که 
  جزيره منبعی   نقل بمهر قاضی القضات اعتبار نمايند و در 

  سکه مبارک مسکوک بدستور سکه ممالک محروسه راج شود 
  و هر کس از نوکران [کوپنی] مطالبه دار باشد و جای برخاسته 

  برد و بدست اورده حواله سردار کوتهی کشتد و بعلت 
  اخذ ابواب ممنوعه مزاحم نشند و نيز بعرض پشکاه خلافت 

  اوريسه و جهانداری رسانيدند که دربنگاله و بهار و  
  [کوپنی] مقرر است و در جاهای ديگر کوتهی خواهند   ]کوتهی های [

  کرد اميدوارند در هر جا که کوتهی مقرر سازند چهل بيگه زمين 
  از سرکار والا برای کوتهی مرحمت شود و جهازات بعضی 

  اوقات سبب طوقان باد در بنادر بکناره می افتد 
  را ظبط مينمايند   و شکسته ميکرد و حکام بنادر از راه ظلم مال 

  و بعض جا چهارم حصه ميخواهند حکم والا شرف نفاذ يافت 
  ها] در  کوتهی [که بدستور کوتهی ديگر صوبها بعمل ارند و اين جماعه را که  

  بنادر پادشاهی و داد  و ستد در اردوی معلی دارند و 
  فرامين کرامت اين متضمن رعايت محصول حاصل کرده اند 

  ميکرده   ته و تباهی شده بواحي محافظت مال جهازات شکس 
  باشند در جميع امور بر طبق اين مشال شرف مشان بعمل 

  [ارند] و هر سال سند مجدد نظلبند درين باب تاکيد دانند 
 تحرير فی التاريح صدر سنه اليه 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 




